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本プロジェクトの目標本プロジェクトの目標

ポジ 登録論 数を増 たリポジトリの登録論文数を増やしたい

– 九州大学のリポジトリ（QIR）の場合，登録論文数九州大学 リポジ リ（Q ） 場合，登録論文数
は，実際に執筆された論文の高々3割程度

• QIRの登録論文数は世界で68番目くらいQIRの登録論文数は世界で68番目くらい

• つまり，ほとんどの機関に大量の登録されていない論
文がある

– 文献・アクセスログの詳しい解析や便利な機能の
追加のためにも，まずコンテンツを充実させたい追加のためにも，まずコンテンツを充実させたい

特に，学術雑誌論文が面倒
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問題解決のアプローチ問題解決のアプローチ

論 著者 究者 登録を促すA.  論文の著者（研究者）に登録を促す

– 現状は基本的に自発的な登録現状は基本的 自発的な登録

– 単純に手間を省くだけでは効果がない

• 研究者DBからのリンクは全く効果が無かった• 研究者DBからのリンクは全く効果が無かった

• 研究者の意識：否定的ではないけど，積極的ではない

B リポジトリ管理者の作業効率を上げるB.  リポジトリ管理者の作業効率を上げる

– 登録依頼が殺到しても，処理できなければダメ

– 現状は個人の工夫が頼り

経験，自作のエクセルファイル，．．．経験，自作の クセルファイル，．．．
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具体策具体策

論 著者 究者 登録を促すA.  論文の著者（研究者）に登録を促す

– 外部の学術論文データベース（Scopus, CiNii等）外部 学術論文デ タ （ p , 等）
で自機関の研究者による執筆論文を検索

– 電子メールで登録の催促電子メ ルで登録の催促

メタデータの確認と本文のアップロード

B リポジトリ管理者の作業効率を上げるB.  リポジトリ管理者の作業効率を上げる

– リポジトリ管理者の論文登録作業を定式化

– 自動化できる部分は自動化

出版社著作権ポリシーの確認が手間出版社著作権ポリシ の確認が手間

→SCPJ/SHERPA RoMEOを活用
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プロジェクト全体の計画プロジェクト全体の計画

成 年度• 平成22年度

– 教員問い合わせシステム・リポジトリ投稿システ教員問い合わせシステム リポジトリ投稿システ
ムの開発→A

– 論文登録作業の調査と標準化→B論文登録作業の調査と標準化→B

• 平成23年度

著作権処理状態管理システムの開発→B

• 平成24年度平成24年度

– システムの検証・評価→A,B
他のシステムとの連携– 他のシステムとの連携
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開発するシステムの概要開発するシステムの概要
平成23年度
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論文登録作業の定式化（平成22年度成果） 情報の流れ

状態の流れ

研究成果把握

出版者の公開条件確認
不明

終了出版者連絡先調査
不明

状態の流れ

出版者の公開条件確認

終了
不可

終了出版者連絡先調査

公開の可否

判明
判明

許諾

出版者への許諾依頼
終了

（共）著者連絡先調査 終了

公開の可否

不可

可

不可

（共）著者への許諾依頼

許諾の可否
公開条件確認

終了

（共）著者連絡先調 終

判明

不可

可

終了許諾の可否

可
公開条件

（著者版/出版社版）
公開条件

不可

可

不可

著者と出版者の
両方の許諾が
ないと 公開で可

本文電子化 電子化

（著者版/出版社版）
（著者版/出版社版）

必要

本文入手 終了
不可

可

ないと、公開で
きないという、当
たり前の事実を
図式化したもの本文電子化 電子化

不必要

公開

公開条件

（エンバーゴ等）
公開条件

（エンバーゴ等）

図式化したもの



著作権処理状態管理システムの画面

フロー図の
状態に対応



平成24年度の計画平成24年度の計画

検証 評価• システムの検証・評価

– 平成23年度までに開発を行ったシステムを運用平成 年度ま 開発を行 たシ テ を運用

• 教員問い合わせシステム・リポジトリ投稿システム

• 著作権処理状態管理システム著作権処理状態管理システム

• API等による上記システム間の連携

論文登録数やリポジトリ管理者の作業時間の調– 論文登録数やリポジトリ管理者の作業時間の調
査を行う

他のシステムとの連携• 他のシステムとの連携

– 機関毎に異なる環境のための汎用化

– 研究者データベース
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